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特
集　

 

比
較
研
究
の
地
平

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
第
六
七
回
研
究
例
会
「
口
承
文
芸
モ
チ
ー
フ
の
分
布
と
伝
播
」

日
本
に
お
け
る
「
人
の
死
の
起
源
」

モ
チ
ー
フ
と
そ
の
世
界
分
布

│
│ 
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
活
用
の
一
事
例
と
し
て直 

野　

洋 

子

１　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
概
要

ロ
シ
ア
の
著
名
な
民
族
学
者
・
神
話
研
究
者
ユ
ー
リ
ー
・
ベ
リ
ョ
ー
ス

キ
ン
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
世
界
神
話
・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
│
│
モ
チ
ー
フ
の

テ
ー
マ
分
類
と
地
域
分
布
。
分
析
カ
タ
ロ
グ
（
１
）」

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本

誌
三
四
号
で
簡
単
に
紹
介
し
て
い
る
が
（
直
野　

二
〇
一
一
）、
ロ
シ
ア
語

で
し
か
読
め
な
い
部
分
が
多
い
の
で
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
全
容
を
解
説
す

る
と
と
も
に
、
活
用
法
を
探
っ
て
み
た
い
。

二
〇
一
五
年
十
月
の
時
点
で
「
序
言
」
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
（
抄
訳
）。

こ
の
サ
イ
ト
は
毎
年
一
回
、
１
月
に
更
新
さ
れ
る
。
毎
年
数
千
の
新
し
い

テ
キ
ス
ト
の
要
約
が
カ
タ
ロ
グ
に
追
加
さ
れ
、
そ
の
総
計
は
約
五
万
に
上
る
。

大
多
数
は
ゲ
ル
マ
ン
系
、
ロ
マ
ン
ス
系
、
ス
ラ
ブ
系
、
バ
ル
ト
沿
岸
・
フ
ィ

ン
系
言
語
の
出
版
物
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
が
、
未
刊
の
資
料
も
あ
る
（
２
）。

二
〇
一
五
年
一
月
十
五
日
ま
で
に
、
一
九
五
二
の
モ
チ
ー
フ
の
九
一
四

の
伝
統
（
地
域
）
に
お
け
る
分
布
が
調
べ
ら
れ
た
。
新
資
料
を
検
討
す
る

た
び
に
、
新
し
い
モ
チ
ー
フ
が
区
別
さ
れ
た
り
、
伝
統
が
細
分
化
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
こ
の
数
値
は
増
加
し
て
い
く
。
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

カ
ザ
フ
、
中
国
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
解
像
度
は
最
も
低
い
。
こ
う
し
た
膨

大
な
資
料
群
を
よ
り
小
さ
な
地
域
に
分
割
す
る
た
め
に
は
大
掛
か
り
で
特

別
な
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

モ
チ
ー
フ
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
数
字
が
振
ら
れ
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
は
テ
ー
マ
的
大
項
目
を
表
す
。
多
く
の
モ
チ
ー
フ
が
複
数
の
項
目
に
関

係
し
て
い
る
が
、
所
属
し
て
い
る
項
目
は
一
つ
だ
け
で
あ
る
。
ど
の
文
字

や
数
字
で
記
さ
れ
て
い
て
も
、
す
べ
て
の
モ
チ
ー
フ
は
同
等
で
あ
る
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
検
索
に
際
し
て
こ
れ
は
重
要
で
は
な
い
。

一
部
の
モ
チ
ー
フ
に
は
Ｓ
・
ト
ム
ソ
ン
の
モ
チ
ー
フ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の

番
号
（
例
え
ばA

736.1.4.1.

）、
よ
り
多
く
の
場
合
は
ア
ー
ル
ネ
・
ト
ム

ソ
ン
・
ウ
タ
ー
の
話
型
索
引
の
番
号
（
例
え
ばATU

565

）
が
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
致
は
近
似
的
な
も
の
が
多
く
、
個
々
の
モ
チ
ー
フ

に
つ
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
カ
タ
ロ
グ
に
付
さ
れ
て
い
る
定
義
に
よ
っ
て
判

断
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

モ
チ
ー
フ
名
称
の
後
ろ
の
数
字
列
（.52.53.55.

等
）
は
テ
キ
ス
ト
の
採

録
地
域
を
示
し
て
お
り
（
３
）、

地
域
番
号
は
「
10
南
西
ア
フ
リ
カ
」
か
ら
「
75

テ
ィ
エ
ラ
・
デ
ル
・
フ
エ
ゴ
（
４
）」

ま
で
あ
る
が
、
統
計
計
算
に
際
し
て
は
よ

り
小
さ
な
九
一
四
地
域
を
用
い
て
い
る
。
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カ
タ
ロ
グ
は
作
業
中
で
あ
り
、
そ
れ
が
完
成
形
に
な
る
こ
と
は
な
い
し
、

な
り
え
な
い
。
活
用
を
望
ま
れ
る
方
は
関
心
の
あ
る
資
料
を
調
べ
て
ほ
し

い
。
お
そ
ら
く
あ
な
た
の
具
体
的
な
テ
ー
マ
に
応
じ
た
調
整
、
修
正
、
追

加
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
は
英
語
論
文
「
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
と
神
話
の
カ
タ
ロ
グ

│
│
そ
の
構
成
と
調
査
研
究
の
た
め
の
潜
在
力
」（Berezkin 2015

）
の
中

で
、
こ
の
カ
タ
ロ
グ
は
人
間
の
過
去
を
研
究
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
ス
ト
ッ

ク
で
あ
り
、
き
っ
か
け
は
考
古
学
者
と
し
て
、
モ
チ
ェ
文
化（
５
）の

土
器
や
壁

画
に
描
か
れ
た
神
話
的
場
面
を
理
解
す
る
た
め
に
南
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
デ
ー
タ
を
自
己
流
に
体
系
化
し
始
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
、
と

書
い
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
ロ
シ
ア
の
基
金
の
助
成
を
受
け
て

い
る
が
、
そ
れ
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
そ
の
も
の
で
は
な
く
先
史
時
代
に
つ
い
て

の
情
報
取
得
の
た
め
な
の
で
、「（
話
例
の
）
テ
キ
ス
ト
を
完
全
に
英
訳
す
る

余
裕
は
と
て
も
な
か
っ
た
が
、
こ
の
欠
陥
を
緩
和
す
る
何
ら
か
の
方
法
が
見

つ
か
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
論
文
末
尾
で

は
、
自
分
と
身
分
不
安
定
な
若
手
の
助
手
以
外
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
修
正
・

発
展
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
お
ら
ず
、「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
自
分

の
死
後
ど
れ
だ
け
維
持
さ
れ
る
か
は
不
明
だ
」
と
危
機
感
を
表
明
し
て
い
る
。

ト
ム
ソ
ン
の
モ
チ
ー
フ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
に
で
も
あ

る
普
遍
的
な
単
位
と
地
方
限
定
の
単
位
が
混
在
し
、
統
計
処
理
に
向
か
な

い
、
で
き
た
と
し
て
も
環
境
と
（
物
質
）
文
化
の
間
の
類
似
や
差
異
（
相

関
）
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
、
口
頭
伝
承
相
互
の
そ
れ
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
は
な
い
、
ま
た
Ａ
Ｔ
Ｕ
話
型
索
引
に
つ
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
の

帰
属
す
る
民
族
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
ほ
と
ん
ど
示
さ
れ
て
い
な
い
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
記
述
が
恣
意
的
に
省
か
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
欠
点
を
指
摘
し
、

先
史
時
代
の
情
報
交
換
や
人
類
の
移
動
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
別
の
新

た
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。

そ
の
利
点
の
ひ
と
つ
は
膨
大
で
多
様
な
デ
ー
タ
を
統
計
分
析
に
か
け
ら
れ

る
こ
と
で
あ
り
、
因
子
分
析
な
ど
の
統
計
処
理
の
方
法
の
概
略
と
、
分
析
結

果
の
実
例
を
示
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
利
点
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
研
究
法

で
あ
る
。
西
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
外
か
ら
眺
め
る
こ
と
に
よ
り
、

か
つ
て
は
視
野
に
入
ら
な
か
っ
た
大
陸
横
断
的
な
平
行
関
係
を
見
い
だ
し
、

ア
メ
リ
カ
移
住
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
族
の
拡
散
等
に
関
す
る
モ
チ
ー
フ
分

布
の
規
則
性
も
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
本
来
、

考
古
学
者
や
比
較
言
語
学
者
、
遺
伝
学
者
の
関
心
に
応
え
る
た
め
に
設
計
さ

れ
た
も
の
だ
が
、
よ
り
後
代
の
歴
史
に
関
す
る
情
報
を
得
る
た
め
、
ま
た
タ

イ
ポ
ロ
ジ
ー
研
究
、
地
域
研
究
の
資
料
と
し
て
も
使
え
、
計
り
知
れ
な
い
潜

在
力
を
秘
め
て
い
る
と
、
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
は
強
調
し
て
い
る
。

実
際
の
カ
タ
ロ
グ
を
見
て
み
る
と
、
縦
に
２
分
さ
れ
た
画
面
と
な
っ
て

い
て
、
左
欄
に
は
下
記
の
大
項
目
ご
と
に
、「
Ａ
１
往
古
の
太
陽
」、「
Ａ
２

Ａ
い
く
つ
か
の
太
陽
が
大
地
を
焼
く
」
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
名
が
列
挙
さ

れ
て
い
る
。
モ
チ
ー
フ
名
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
右
欄
に
そ
の
モ
チ
ー
フ

の
定
義
、
当
モ
チ
ー
フ
を
持
つ
民
族
・
地
域
名
、
地
域
・
民
族
別
の
例
話

の
粗
筋
、
出
典
が
出
て
く
る
。

右
欄
の
上
端
に
「
序
言
」（
上
に
抄
訳
）、「
参
考
文
献
」、「
民
族
と
地
域
」
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の
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
が
は
ら
れ
て
い
て
、
文
献
の
前
半
は
ロ
シ
ア
語
、

後
半
は
ラ
テ
ン
文
字
の
文
献
リ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
。「
民
族
と
地
域
」
の

中
で
、
日
本
は
「
琉
球
か
ら
千
島
列
島
」
と
い
う
地
域
名
で
示
さ
れ
、「
1

ア
イ
ヌ
、
2
古
代
日
本
、
日
本
人
（
伊
豆
諸
島
含
む
）、
3
琉
球
北
部
（
日

本
の
他
の
地
域
に
モ
チ
ー
フ
が
な
い
場
合
は
九
州
南
端
も
）、4
琉
球
中
部
、

南
部
（
八
重
山
、
宮
古
、
沖
縄
）」
と
い
う
民
族
・
地
域
グ
ル
ー
プ
に
分
け

ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
現
在
の
行
政
区
分
で
は
、
南
西
諸
島
の
う
ち
「
3

琉
球
北
部
」
は
鹿
児
島
県
に
含
ま
れ
る
奄
美
諸
島
以
北
に
、「
4
琉
球
中
部
、

南
部
」
は
沖
縄
県
に
あ
た
る
。

　

・
カ
タ
ロ
グ
の
大
項
目

Ａ　

太
陽
と
月

Ｂ　

周
囲
の
世
界
の
特
質
の
起
源

Ｃ　

大
災
害
（
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
）

Ｄ　

火
と
笑
い

Ｅ　

人
間
と
文
化
の
起
源

Ｆ　

性
と
セ
ッ
ク
ス

Ｇ　

豊
穣
、
農
耕

Ｈ　

失
楽
園

Ｉ　

超
自
然
的
事
物
、
手
段
、
存
在

Ｊ　

報
復
者
・
英
雄　

ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
サ
イ
ク
ル

Ｋ　

冒
険
Ⅰ
⑴　

英
雄
の
偉
業

Ｌ　

冒
険
Ⅱ
⑴　

怪
物
と
悪
霊

Ｍ　

冒
険
Ⅲ　

い
た
ず
ら
と
事
件

以
前
に
モ
チ
ー
フ
の
分
布
を
世
界
地
図
に
表
示
で
き
る
英
語
の
ペ
ー

ジ
が
あ
る
と
書
い
た
が
（
直
野　

二
〇
一
一
）、
残
念
な
が
ら
現
在
は
作

業
中
で
非
公
開
、
た
だ
し
近
い
将
来
に
公
開
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る

（Berezkin 2015

）。
幸
い
、
モ
チ
ー
フ
リ
ス
ト
（
番
号
・
名
称
・
定
義
）

の
英
語
版（
６
）は

ネ
ッ
ト
上
で
別
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
カ
タ
ロ

グ
右
欄
の
各
モ
チ
ー
フ
の
採
録
地
域
名
・
民
族
名
や
話
例
の
粗
筋
が
英
語

で
読
め
る
よ
う
に
な
ら
な
い
限
り
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用
は
広
ま

ら
な
い
と
思
わ
れ
、
な
ん
と
も
歯
が
ゆ
い
。

２　

モ
チ
ー
フ
「
人
は
な
ぜ
死
す
べ
き
も
の
と
な
っ
た
か
」
の
世
界
分
布

ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
は
、二
〇
〇
九
年
の
著
書
『
旧
世
界
か
ら
新
世
界
へ
：

世
界
諸
民
族
の
神
話
』（
モ
ス
ク
ワ
）
に
お
い
て
、
約
６
万
年
前
ア
フ
リ
カ

を
出
立
し
た
現
生
人
類
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
広
が
り
、
ベ
ー
リ
ン
グ
海

峡
を
渡
っ
て
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
拡
散
す
る
ま
で
の
長
い
道
の
り
を
参
照
し

つ
つ
、
世
界
中
の
神
話
の
分
布
を
論
じ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
に
は
、
人

類
誕
生
の
地
、
ア
フ
リ
カ
の
神
話
を
テ
ー
マ
と
し
た
著
書
『
ア
フ
リ
カ
、

移
住
、
神
話
：
歴
史
的
観
点
か
ら
見
た
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
モ
チ
ー
フ
の
分
布

域
』（
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
、
三
二
〇
頁
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
死

の
起
源
」
神
話
の
一
部
は
、
ア
フ
リ
カ
出
立
の
時
に
人
類
が
す
で
に
語
っ

て
い
た
神
話
の
最
重
要
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
モ
チ
ー
フ
「
人
は
な
ぜ
死
す
べ
き
も
の
と
な
っ
た
か
」
の
中
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で
日
本
に
類
話
の
あ
る
も
の
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
そ
の
世
界
分
布
と
日

本
の
類
話
と
の
関
係
を
検
討
し
て
み
た
い
。

検
討
の
前
提
と
な
る
人
類
の
移
住
史
と
ア
フ
リ
カ
の
歴
史
の
ポ
イ
ン
ト

を
、
主
に
上
記
二
冊
の
著
書
に
そ
っ
て
次
に
ま
と
め
る
。

・ 

七
万
五
千
〜
六
万
二
千
年
前　

人
類
の
第
一
波
が
ア
フ
リ
カ
を
出
立
し
、

東
南
ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
到
達
。

・ 

六
万
〜
一
万
年
前　

ア
フ
リ
カ
は
乾
燥
し
た
気
候
に
な
り
、
サ
ハ
ラ
砂

漠
に
よ
っ
て
熱
帯
ア
フ
リ
カ
以
南
が
他
の
地
域
か
ら
隔
絶
さ
れ
る
。

・ 

四
万
年
前　

中
国
、
日
本
に
存
在
の
証
拠
。

・ 

三
万
八
千
〜
二
万
四
千
年
前　

第
二
波
が
ア
フ
リ
カ
を
出
て
、
ア
ジ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
到
達
。
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
第
一
波
の
グ
ル
ー
プ
と
混
交
。

・ 

二
万
年
前　

一
部
は
東
ア
ジ
ア
か
ら
西
へ
向
か
い
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

バ
ル
ト
海
に
到
達
し
た
可
能
性
。

・
二
万
〜
一
万
年
前　

最
終
氷
期
最
盛
期
（
Ｌ
Ｇ
Ｍ
）

・ 

一
万
五
千
〜
一
万
年
前　

様
々
な
グ
ル
ー
プ
の
人
類
が
氷
河
に
覆
わ
れ

陸
続
き
だ
っ
た
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
を
渡
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
移
住
。

・ 

紀
元
前
六
千
〜
五
千
年
以
降　
近
東
か
ら
技
術
等
が
ア
フ
リ
カ
へ
伝
わ
る
。

・ 

紀
元
後　

ア
フ
リ
カ
の
バ
ン
ト
ゥ
ー
族
等
農
耕
牧
畜
民
が
南
へ
大
移
動
、

採
集
狩
猟
民
（
コ
イ
サ
ン
族
）
は
南
西
部
の
砂
漠
地
帯
か
、
農
耕
民
の

間
の
飛
び
地
に
残
る
。
ラ
ク
ダ
の
利
用
で
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
と
の
交
流

が
強
ま
る
。

・ 

紀
元
後
数
世
紀　

ア
フ
リ
カ
東
岸
に
イ
ン
ド
洋
海
域
の
ア
ジ
ア
文
化
が

到
達
。

・ 

七
世
紀
以
降　

ア
フ
リ
カ
東
岸
沖
の
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
に
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
が
移
住
。

ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
人
類
の
移
住
史
を
踏
ま
え
、
南
米
・

中
米
で
一
般
的
な
モ
チ
ー
フ
の
多
く
が
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
で
も
見
ら

れ
、
一
方
で
北
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
特
徴
的
な
モ
チ
ー
フ
が
シ
ベ
リ
ア
に
多

い
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
群
を
再
建
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
万
五
千
〜

一
万
七
千
年
前
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
沿
岸
、
一
万
二
千
〜
一
万
五
千
年
前
の
南

シ
ベ
リ
ア
で
知
ら
れ
て
い
た
は
ず
だ
と
推
論
し
て
い
る
。

ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
に
よ
れ
ば
、
ア
フ
リ
カ
に
は
他
地
域
に
比
べ
宇
宙
論
、

起
源
論
的
神
話
が
少
な
い
が
、
そ
の
中
で
も
多
数
を
占
め
て
い
る
の
は
死

の
起
源
を
説
明
す
る
も
の
で
、
数
十
の
話
例
が
あ
る
。
動
植
物
の
物
質
的

特
徴
の
説
明
は
ま
れ
で
、
栽
培
植
物
の
起
源
説
話
も
な
い
。
星
辰
神
話
も

未
発
達
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
採
録
話
の
大
半
が
動
物
の
姿
形
を
し
た
主

人
公
の
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
説
話
で
、
人
間
が
主
人
公
の
冒
険
譚
も
多
い
が
、

そ
の
多
く
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
共
通
の
も
の
で
あ
り
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
西

南
ア
ジ
ア
経
由
で
、
あ
る
い
は
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ

東
岸
を
通
し
て
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

他
の
大
陸
で
見
ら
れ
る
基
本
的
な
「
死
の
起
源
」
モ
チ
ー
フ
は
ほ
ぼ
全

て
ア
フ
リ
カ
に
存
在
し
、
ア
フ
リ
カ
以
外
で
最
も
多
い
の
は
、
イ
ン
ド
（
イ

ン
ド
・
ア
ー
リ
ア
人
を
除
く
）、
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ
セ
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ア
ニ
ア
、
つ
ま
り
ア
ジ
ア
の
太
平
洋
沿
岸
と
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
ア
ン
デ

ス
山
脈
よ
り
東
側
の
南
米
で
も
「
死
す
べ
き
人
間
」
の
テ
ー
マ
は
大
変
人

気
だ
が
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
が
宇
宙
論
の
中
で
中
心
的
な
地
位
を
占
め
て
い

る
の
は
ア
フ
リ
カ
だ
け
で
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
南
部
の
コ
イ
サ
ン
族
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
見
つ
か
っ
た
少
数

の
共
通
モ
チ
ー
フ
は
、
ア
フ
リ
カ
南
部
が
サ
ハ
ラ
砂
漠
に
よ
っ
て
隔
絶
さ
れ

る
六
万
年
前
以
前
に
伝
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
人
類
移
住
の
第
一
波
と

関
連
づ
け
ら
れ
る
。
Ａ
41
「
鳥
が
他
の
鳥
に
自
分
の
ヒ
ナ
を
殺
さ
せ
る
」
Ａ

36
「
月
と
不
死
」
Ｈ
10
「
沈
没
し
た
石
」
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
一
方
、

移
住
の
第
二
波
と
関
連
す
る
の
は
Ｈ
4
「
不
死
の
条
件
と
し
て
の
脱
皮
」
Ｈ

11
「
神
の
声
」
Ｈ
36
Ｈ
「
失
敗
し
た
ジ
ャ
ン
プ
」
Ｉ
119
「
死
者
が
大
地
を
揺

す
る
」
Ｈ
36
「
虚
偽
の
知
ら
せ
」
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
が
挙
げ
て
い
る
上
記
の
モ
チ
ー
フ
の
中
か
ら
、
日
本

で
も
見
ら
れ
る
も
の
を
選
ん
で
詳
し
く
紹
介
し
た
い
。
モ
チ
ー
フ
名
称
と

定
義
は
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
引
用
し
た
。
モ
チ
ー
フ
名
の

英
訳
と
ト
ム
ソ
ン
の
モ
チ
ー
フ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
番
号
も
付
す
。

・
H 

4　

不
死
の
条
件
と
し
て
の
脱
皮Shed skin

（D
1889.6.　

脱
皮
に

よ
る
若
返
り
）「
皮
（
樹
皮
、服
）
を
替
え
る
者
は
不
死
（
永
遠
に
若
い
）。」

最
も
広
ま
っ
て
い
て
識
別
容
易
な
モ
チ
ー
フ
。
ア
フ
リ
カ
で
は
中
央
部
、

東
部
に
集
中
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
南
部
の
コ
イ
サ
ン

族
に
は
な
い
の
で
、
移
住
第
二
波
と
関
係
づ
け
る
こ
と
が
可
能
。
東
地
中

海
と
近
東
で
は
古
代
に
知
ら
れ
て
い
た
（
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
他
）。
H 

4 

A
中
断
さ
れ
た
再
生
「
近
親
者
が
再
生
し
た
人
の
新
し
く
な
っ
た
外
貌

を
わ
か
ら
な
い
、
再
生
時
に
驚
か
せ
る
（
そ
の
結
果
人
間
は
脱
皮
し
な
く

な
る
）」
と
い
う
デ
ィ
テ
ー
ル
が
ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
メ
ラ
ネ
シ

ア
、
南
米
に
共
通
（
図
1
参
照
）。

・
A 

36　

月
と
不
死The im

m
ortal M

oon

「
月
が
不
死
な
る
も
の
と
し
て

死
す
べ
き
人
間
に
対
比
さ
れ
る
。
人
間
が
死
す
べ
き
も
の
に
な
る
べ
き
か
決

定
を
下
す
。
月
に
住
ん
で
い
る
も
の
は
不
死
。」
ア
フ
リ
カ
、
東
南
ア
ジ
ア
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
の
伝
承
を
結
び
つ
け
、
コ
イ
サ
ン
族
で
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
共
通
す
る
の
は
「
月
と
不
死
」
と
い
う
観
念
だ
け
。「
脱

皮
」
と
並
び
、
熱
帯
の
ほ
ぼ
全
域
に
特
徴
的
。
他
の
「
死
の
モ
チ
ー
フ
」
は

「
虚
偽
の
知
ら
せ
」
を
除
き
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
（
図
2
参
照
）。

・
H 

9　

丈
夫
な
も
の
と
脆
い
も
のStrong and w

eak

「
人
間
は
何
か
弱

い
も
の
、
脆
い
も
の
、
た
や
す
く
破
滅
、
腐
敗
し
て
し
ま
う
も
の
に
な
ぞ

ら
え
ら
れ
た
結
果
、
死
す
べ
き
も
の
と
な
る
（
病
気
に
な
る
、
老
い
る
）。」

ア
フ
リ
カ
で
は
東
部
に
集
中
し
、
東
南
ア
ジ
ア
に
最
も
多
く
、
両
者
で
の

み
石
と
バ
ナ
ナ
が
対
比
さ
れ
て
い
る
の
で
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
に
入
っ
た
の
は
確
実
。
シ
ベ
リ
ア
の
マ
ン
シ
と
西
エ
ヴ
ェ
ン
キ
に
も
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
類
似
の
話
が
あ
り
、
南
方
の
住
人
が
氷
期
以
前
も
以
降

も
シ
ベ
リ
ア
移
住
に
参
加
し
た
証
拠
の
一
つ
で
あ
る
。

・
H 
36 

A　

虚
偽
の
知
ら
せ
・
死
の
起
源O

rigin of death from
 the 

falsified m
essage

（A1335.1. 

改
ざ
ん
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
死
の

起
源
）「
あ
る
人
物
が
指
示
や
何
か
物
を
渡
す
た
め
派
遣
さ
れ
る
。
使
者
は

伝
達
内
容
を
ゆ
が
め
る
、
違
う
物
を
運
ぶ
、
運
ん
で
い
る
物
を
な
く
す
、
遅
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図２「不死の月」A36 月が不死なるものとして死すべき人間に対比される。人間が死すべきものになるべ
きか決定を下す。月に住んでいるものは不死。

図１「不死の条件としての脱皮」H4 ⑴人間は脱皮して若返ることができないので死ぬ。⑵蛇は脱皮して若返る
ことができるので不死（死の起源の説明なし）。⑶人間一般ではなく特定の人物が脱皮し若返る。⑷老人を脱皮
の最中に驚かせ、人間は若返ることができなくなり死ぬ（H4A）。⑸⑷と同じだが若返りは脱皮と関係ない。
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れ
る
（
別
の
使
者
に
追
い
抜
か
れ
る
）。
そ
の
結
果
人
間
は
死
す
べ
き
も
の

と
な
る
（
死
後
生
き
返
ら
な
い
）。」　

ア
フ
リ
カ
で
一
番
普
及
し
て
い
る
モ

チ
ー
フ
で
、
サ
ハ
ラ
以
南
と
ナ
イ
ル
流
域
で
記
録
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
三

分
の
一
を
占
め
、「
死
の
起
源
」
と
結
び
つ
か
な
い
H 

36
「
虚
偽
の
知
ら
せ
」

の
他
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
皆
無
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
以
外
で
「
虚
偽
の
知
ら
せ
」

が
「
死
の
起
源
」
と
結
び
つ
く
こ
と
は
か
な
り
ま
れ
で
、
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
北
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
特
徴
的
。「
死
の
起
源
」
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
類
話

は
、
イ
ン
ド
東
部
・
北
東
部
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
中
国
、
イ
ン
ド
シ
ナ
に
集
中

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
H 

36 

G
何
回
食
事
を
と
る
か
「
神
が
、
一
日
に
一
回

な
ど
少
し
し
か
食
事
を
し
な
い
で
よ
い
と
人
間
に
伝
え
る
た
め
使
者
を
送
る

が
、
使
者
は
頻
繁
に
食
べ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
伝
え
る
」
と
い
う
モ
チ
ー

フ
な
ど
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
南
米
ア
ン
デ
ス
に
も
特
徴
的
で
あ
る
。（
図
3

参
照
）

イ
ン
ド
・
太
平
洋
地
域
や
南
米
に
も
「
死
の
起
源
」
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
わ

ず
か
に
存
在
す
る
が
、
ア
フ
リ
カ
の
も
の
と
は
構
成
が
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
。
ア
フ
リ
カ
で
は
、「
不
死
に
な
る
」
と
人
間
に
伝
え
る
た
め
に
派
遣

さ
れ
た
人
物
が
、
そ
の
内
容
を
ゆ
が
め
た
り
遅
れ
た
り
し
、
そ
の
間
に
別

の
人
物
が
「
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
人
間
に
伝
え
る
。
ア
フ
リ
カ

に
典
型
的
な
「
使
者
自
身
が
率
先
し
て
内
容
を
ゆ
が
め
る
」
と
い
う
話
と

同
じ
な
の
は
ア
ル
メ
ニ
ア
と
イ
ン
ド
北
東
部
の
ア
パ
タ
ニ（
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ

ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
）
だ
け
で
あ
る
（
ア
ル
メ
ニ
ア
の
悪
役
は
蛇
か
ワ
タ

リ
ガ
ラ
ス
、
ア
パ
タ
ニ
で
は
猿
か
セ
ン
ザ
ン
コ
ウ
）。
ラ
オ
ス
の
黒
タ
イ
族

と
ベ
ト
族
で
は
蛇
が
使
者
を
脅
し
て
「
不
死
が
約
束
さ
れ
て
い
る
の
は
人

間
で
は
な
く
蛇
だ
」
と
言
わ
せ
る
。
他
の
全
て
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
ア
フ
リ

カ
と
著
し
く
異
な
り
、
た
と
え
ば
、
不
死
に
関
す
る
神
の
決
定
で
は
な
く
、

蘇
生
法
の
指
示
の
問
題
で
あ
っ
た
り
、
不
死
を
も
た
ら
す
何
ら
か
の
物
質
、

霊
薬
の
喪
失
が
語
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ア
フ
リ
カ
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
後
に
ア
ジ
ア
で
誕
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

・
H 

6 

B　

不
死
の
霊
薬
が
植
物
に
か
け
ら
れ
る
「
人
間
に
不
死
を
授
け

る
物
質
が
指
示
通
り
に
届
け
ら
れ
ず
、
植
物
に
か
か
り
、
植
物
は
常
緑
、

再
生
可
能
、
あ
る
い
は
実
を
結
ぶ
よ
う
に
な
る
」　
「
虚
偽
の
知
ら
せ
」
と

主
に
西
ア
フ
リ
カ
、
シ
ベ
リ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
地
域
で
結
合
。
西
ア
フ
リ

カ
の
主
人
公
は
山
羊
、
犬
、
ネ
コ
（
非
伝
統
的
な
動
物
）、
ア
ル
タ
イ
、
ブ

リ
ャ
ー
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
大
陸
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
死
の
テ
ー
マ
と
固
く

結
び
つ
い
て
い
る
エ
ジ
プ
ト
ハ
ゲ
ワ
シ
や
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
で
あ
る
。

次
の
よ
う
な
仮
説
が
立
て
ら
れ
る
。「
偽
の
知
ら
せ
」
は
ア
フ
リ
カ
起
源

の
他
の
「
死
の
モ
チ
ー
フ
」
と
と
も
に
、
三
万
年
前
か
そ
こ
ら
に
南
ア
ジ

ア
、
東
南
ア
ジ
ア
に
入
っ
た
。
南
・
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
ア
フ
リ
カ
起
源

の
話
を
も
と
に
新
し
い
も
の
が
誕
生
し
、
そ
の
中
に
は
死
す
べ
き
人
間
の

性
質
の
説
明
に
直
接
関
係
す
る
も
の
も
そ
れ
以
外
の
も
の
も
あ
っ
た
。
こ

の
新
し
い
物
語
は
そ
の
後
ア
ジ
ア
全
体
に
広
ま
っ
た
（
シ
ベ
リ
ア
の
神
話

と
南
・
東
南
ア
ジ
ア
の
神
話
の
関
連
は
数
多
い
）。
そ
の
後
、
一
万
年
前
頃

か
ら
（
非
伝
統
的
な
動
物
を
伴
う
）「
偽
の
知
ら
せ
」
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
ア

フ
リ
カ
に
戻
り
、
伝
統
的
な
も
の
と
混
交
し
た
。

上
に
出
て
く
る
蛇
と
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
は
、
死
の
テ
ー
マ
に
関
わ
る
重
要
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な
動
物
と
し
て
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
特
別
な
考
察
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
日
本
の
類
話
に
も
関
係
し
て
い
る
の
で
、
要
約
し
て
紹
介
し

た
い
。
参
考
の
た
め
、
テ
キ
ス
ト
の
一
部
も
カ
タ
ロ
グ
か
ら
転
載
す

る
（
図
4
参
照
）。

「
偽
の
知
ら
せ
」
の
ア
ル
メ
ニ
ア
の
話
で
は
、
神
は
「
死
者
は
経
帷

子
を
着
古
し
た
ら
家
に
戻
る
べ
し
、
つ
ま
り
生
ま
れ
変
わ
る
」
と
人

間
に
伝
え
る
よ
う
翼
の
あ
る
蛇
を
遣
わ
し
た
。
と
こ
ろ
が
蛇
は
人
間

に
石
（
墓
標
）
を
使
い
古
す
よ
う
事
実
上
不
可
能
な
こ
と
を
命
じ
た
。

神
は
蛇
を
罰
し
翼
を
奪
っ
た
。
別
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
同
様
に
伝

言
を
ゆ
が
め
た
の
は
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
で
あ
り
、
そ
の
咎
と
し
て
神
は

死
肉
を
食
べ
る
よ
う
命
じ
た
。
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
と
蛇
が
、こ
の
プ
ロ
ッ

ト
の
テ
キ
ス
ト
の
基
本
的
な
意
味
を
変
え
な
い
ま
ま
互
い
に
交
代
可

能
な
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
を
人
間
の
死
の

張
本
人
と
す
る
モ
チ
ー
フ
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
は
沿
海
州
や
モ
ン
ゴ

ル
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
ま
で
広
が
っ
て
い
る
が
、
南
の

地
域
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア

フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
の
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
、
南
米
で
は
、「
死
の
動
物
」

は
概
し
て
は
虫
類
と
無
脊
椎
動
物
で
あ
る
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
南
北
で

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
・
神
話
モ
チ
ー
フ
の
セ
ッ
ト
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、
こ
の
地
域
に
移
住
し
た
人
々
の
出
身
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を

証
明
し
て
い
る
。

南
西
ア
ジ
ア
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
こ
へ
も
紀
元
前
二
千
年
以
降
、

図３「虚偽の知らせ」H36 ある人物が指示や何か物を渡すため派遣される。使者は伝達内容をゆがめたり、
違う物を渡したり、持参物をなくしたり、遅れたりし、使者本人や人間にとって重大な結果をもたらす。

（1）死の起源、H36A。（2）人間全体の死すべき宿命ではなく、ある個人の死の原因。（3）その他の起源譚。
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北
方
の
住
民
、
ま
ず
印
欧
語
族
（
少
な
く
と
も
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
ア

人
と
イ
ラ
ン
人
）、
そ
の
後
チ
ュ
ル
ク
人
と
モ
ン
ゴ
ル
人
が
進
出
し

て
き
た
。
百
年
前
に
イ
ラ
ン
東
部
で
記
録
さ
れ
た
話
は
「
ギ
ル
ガ
メ

シ
ュ
叙
事
詩
」
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
違
い
は
不
死
の
奪
取
者
が
、

前
者
で
は
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
（
カ
ラ
ス
）、
後
者
で
は
蛇
で
あ
る
こ
と

だ
。
こ
の
一
千
年
の
間
に
、
近
東
で
は
、
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
は
と
り
わ

け
死
・
不
死
の
観
念
と
結
び
つ
い
た
形
象
と
し
て
、
完
全
に
蛇
を
追

い
や
っ
た
。
蛇
か
ら
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
へ
の
交
代
は
、
こ
の
三
、四
千

年
の
間
に
起
こ
っ
た
、
こ
の
地
域
の
文
化
に
お
け
る
深
甚
な
変
化
、

以
前
に
は
近
東
や
中
東
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
モ
チ
ー
フ
の
大
陸

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
深
部
か
ら
の
拡
散
を
反
映
し
て
い
る
。

ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
の
結
末
「
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
死
の
秘
密

を
知
ろ
う
と
、
世
界
を
囲
む
連
山
の
裂
け
目
を
抜
け
る
。（
中
略
）

不
死
の
ウ
ト
ナ
ピ
シ
ュ
テ
ィ
ム
が
住
む
島
に
た
ど
り
つ
き
、
洪
水

の
物
語
を
聞
き
、
そ
の
援
助
で
永
遠
の
若
さ
の
花
を
海
底
か
ら
手

に
入
れ
る
。
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
が
眠
っ
て
い
る
間
に
、
蛇
が
花
を
盗

み
、
巣
穴
に
戻
り
な
が
ら
脱
皮
す
る
。
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
若
返
り

の
力
を
自
分
に
（
そ
し
て
人
間
全
て
に
）
で
は
な
く
蛇
の
た
め
に

手
に
入
れ
た
こ
と
を
嘆
き
悲
し
む
。」

イ
ラ
ン
東
部
「
西
方
の
カ
フ
山
近
く
の
、
永
遠
の
闇
に
覆
わ

れ
た
場
所
ズ
オ
マ
ト
に
命
の
水
の
泉
が
あ
る
。
回
り
の
土
は
熱

く
、
通
る
に
は
ハ
ヴ
ィ
・
ヒ
ズ
ラ
の
同
意
が
要
る
。
ハ
ヴ
ィ
・

ヒ
ズ
ラ
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
四
十
人
の
騎
士
に
許
可
を
与

図４カラスと蛇　⑴死の出現の原因となるもの、あるいは不死なるものは、は虫類か無脊椎動物。H5 フォー
クロア記録。⑵同上。古代の文献。⑶蛇に咬まれたことが最初の死の原因とされるが、蛇が死の出現の原因
と見なされているわけではない（このヴァリアントは H5 にも含まれている）。⑷カラスが死の出現の原因
とされる。カラスは人間を滅ぼそうとする。カラスは不死で、不死の水を運んでくる（H6C, H36ff）。
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え
、
足
を
火
傷
し
な
い
方
法
を
教
え
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
容
器
を

満
た
し
、
明
る
い
所
に
出
る
と
容
器
を
枝
に
か
け
た
。
カ
ラ
ス
が
飛
ん
で

き
て
水
を
飲
み
、
容
器
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
木
に
か
け
、
木
は
常
緑
と
な

り
、
カ
ラ
ス
は
不
死
と
な
っ
た
。」（D

onaldson, Bess A
llen 1938 The 

W
ild Rue. A Study of M

uham
m

adan M
agic and Folklore in Iran. 

London

）

３　

モ
チ
ー
フ「
人
は
な
ぜ
死
す
べ
き
も
の
に
な
っ
た
か
」の
日
本
の
話
例

ま
ず
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
日
本
の
話
例

を
引
用
す
る
（
７
）。

上
記
著
書
（Березкин 2013

）
で
は
特
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
な
い
が
、
H 

6  

b 

b
「
失
わ
れ
た
手
段
」（
あ
る
人
物
が
人
間
に
と
っ

て
必
須
の
道
具
や
物
体
を
届
け
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
る
。
使
者
は
そ
れ
を

無
く
し
た
り
、
別
の
物
を
届
け
た
り
す
る
。
通
例
、
死
後
再
生
の
能
力
に

関
わ
る
）
と
H 

6  

D
「
盗
ま
れ
た
不
死
」（
不
死
を
叶
え
る
手
段
を
入
手
し

た
後
眠
り
込
む
。
そ
の
間
に
他
の
人
物
が
そ
れ
を
盗
む
）
に
も
、
下
の
Ａ

36
①
の
ネ
フ
ス
キ
ー
採
録
話
が
載
っ
て
い
る
（
８
）。

・
H 

4	

不
死
の
条
件
と
し
て
の
脱
皮 

①
宮
古
島
「
節し
ち

祭
の
前
夜
、
人
間
は
蛇
よ
り
先
に
若
返
り
の
水
を
浴
び
て

若
返
っ
た
。
翌
年
蛇
に
負
け
て
蛇
の
後
で
浴
び
た
。
蛇
は
若
返
り
、
人
間

は
そ
れ
以
来
若
返
ら
な
い
。
人
間
は
蛇
の
よ
う
に
脱
皮
し
て
若
返
っ
て
い

た
。（
類
話　

人
間
は
手
と
足
だ
け
洗
っ
た
の
で
、
爪
が
伸
び
る
）」
ネ
フ

ス
キ
ー
『
月
と
不
死
』

②
ア
イ
ヌ
「
錦
の
大
蛇
が
人
間
を
喰
い
、
建
物
を
呑
み
込
む
。
女
性
に
変
身

し
て
、
猟
師
を
誘
惑
し
よ
う
と
す
る
。
猟
師
が
拒
否
す
る
と
、
喰
わ
な
い
が
、

千
年
生
き
る
よ
う
に
命
じ
る
。
猟
師
は
百
年
ご
と
に
皮
、
髪
、
歯
を
脱
ぎ
捨

て
、
赤
子
に
戻
る
。
十
回
目
に
老
い
て
や
っ
と
猟
師
は
死
に
果
て
る
。
あ
る

人
が
こ
の
蛇
を
殺
し
た
が
、
そ
の
死
体
か
ら
ス
ズ
メ
バ
チ
や
刺
す
ア
リ
が
発

生
し
た
。」Batchelor 1927, N

o. 3d: 30-31 (=1927: 146).

・
A 

36	

月
と
不
死

①
宮
古
島
「
月
が
ア
カ
リ
ヤ
ザ
ガ
マ
に
変シ
ジ
ミ
ズ

若
水
と
死シ
ニ
ミ
ズ水

を
入
れ
た
桶
を

与
え
、
地
上
に
遣
わ
す
。
人
間
に
は
変
若
水
を
、
蛇
に
は
死
水
を
か
け
る

よ
う
命
じ
る
。
地
上
に
着
く
と
眠
り
込
ん
で
し
ま
い
、
蛇
が
変
若
水
を
浴

び
て
し
ま
う
。
彼
は
動
転
し
、
死
水
を
人
間
に
浴
び
せ
、
天
に
戻
る
。
月

は
彼
を
罰
し
、
そ
れ
以
降
、
桶
を
か
か
え
て
月
に
立
っ
て
い
る
よ
う
命
じ

る
。」
ネ
フ
ス
キ
ー
『
月
と
不
死
』〈
＋
H 

4
＋
H 

36 

A
＋
H 

6  

b 

b
〉

・
H 

9　

丈
夫
な
も
の
と
脆
い
も
の

①
古
事
記
「
天
照
大
神
が
天
界
か
ら
地
上
へ
天あ
ま
つ
ひ
こ
ひ
こ
ほ
の
に
に
ぎ
の
み
こ
と

津
日
高
日
子
番
能
邇
邇
芸
命

を
遣
わ
す
。
木こ
の
は
な
の
さ
く
や
び
め

花
之
佐
久
夜
毘
売
に
会
い
、
そ
の
父
は
喜
ん
で
結
婚
に
合

意
、
彼
女
と
そ
の
姉
、
石い
わ
な
が
ひ
め

長
比
売
を
与
え
る
。
花
婿
は
姉
が
醜
か
っ
た
の

で
返
す
。
父
は
『
そ
の
せ
い
で
天
神
た
ち
の
子
孫
の
命
は
岩
の
よ
う
に
永

遠
で
は
な
く
、
木
の
花
の
よ
う
に
短
く
な
る
だ
ろ
う
』
と
言
っ
た
。」

②
日
本
書
紀
「
天
照
大
神
の
孫
が
高
天
原
か
ら
天
下
る
。
木
花
開
耶
姫
を

妻
に
選
び
、
そ
の
醜
い
姉
の
磐イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ

長
姫
を
断
る
。
違
う
選
択
を
し
た
ら
、
人
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間
は
永
久
に
生
き
た
で
あ
ろ
う
。」

③
ア
イ
ヌ
「
創
造
主
が
人
間
を
造
る
方
法
を
尋
ね
る
た
め
、
天
の
神
へ
雀

を
遣
わ
す
。（
答
え
は
）
木
（
柳
）
か
ら
。
後
か
ら
神
は
考
え
直
し
、
石

か
ら
造
る
よ
う
伝
え
る
べ
く
カ
ワ
ウ
ソ
を
遣
わ
す
。
カ
ワ
ウ
ソ
は
道
草
し

て
魚
を
捕
る
。
木
で
で
き
た
人
間
は
死
す
べ
き
も
の
と
な
る
。
天
の
神
は

罰
と
し
て
カ
ワ
ウ
ソ
の
顔
を
踏
み
つ
け
る
。」Etter 1949: 22-23

〈
＋

H 

36 

A
〉

④
ア
イ
ヌ
「
コ
タ
ン
・
カ
ル
・
カ
ム
イ
（
国
造
神
）
が
人
間
を
造
る
方
法

を
尋
ね
る
た
め
、
天
の
神
へ
雀
を
遣
わ
す
。
神
は
、
木
か
ら
と
答
え
る
。

後
か
ら
神
は
考
え
直
し
、
石
か
ら
造
る
よ
う
伝
え
る
べ
く
カ
ワ
ウ
ソ
を
遣

わ
す
。
し
か
し
カ
ワ
ウ
ソ
は
魚
を
捕
る
た
め
に
道
草
を
し
て
遅
れ
る
。
そ

の
せ
い
で
人
間
は
死
す
べ
き
も
の
と
な
る
が
、
そ
の
か
わ
り
成
長
し
子
孫

を
残
す
。
神
が
激
高
し
て
カ
ワ
ウ
ソ
の
頭
を
踏
み
つ
け
た
の
で
、（
顔
が
）

平
た
く
な
っ
た
。
人
間
は
柳
か
ら
で
き
て
い
る
の
で
、
老
人
に
な
る
と
柳

の
よ
う
に
腰
が
曲
が
る
。」 M

ashiko 2002: 4.

（『
知
里
真
志
保
著
作
集
』

一
九
七
三
、一
九
六
頁
） 〈
＋
H  

36  

A
〉

・
H 

36 

A　

虚
偽
の
知
ら
せ
・
死
の
起
源

①
宮
古
島
↓
A 

36 

① 

②
ア
イ
ヌ
↓
H 

9 

③ 

③
ア
イ
ヌ
↓
H 

9 

④

次
に
日
本
昔
話
通
観
タ
イ
プ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
（
９
）で

上
記
と
類
似
し
た
モ

チ
ー
フ
を
探
す
と
、
四
八
七
「
ひ
ば
り
と
生
き
水
」、
四
八
八
「
蛇
と
生
き

水
」
の
二
つ
の
話
型
を
確
認
で
き
た
。
タ
イ
プ
ご
と
に
、
そ
の
梗
概
、
対

応
す
る
ト
ム
ソ
ン
の
モ
チ
ー
フ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
番
号
と
名
称
（﹇　

﹈
内
、

一
部
略
）、
話
例
を
所
収
す
る
都
道
府
県
ご
と
の
巻
号
と
話
の
番
号
、
タ
イ

ト
ル
、
対
応
す
る
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
の
番
号
と
類
話
数
を
記

す
。
最
後
に
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス）

10
（

で
見
つ
け
た
俗
信
も
紹
介

す
る
。
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
の
H 

4 

A
「
中
断
さ
れ
た
再
生
」

の
「
脱
皮
中
に
近
親
者
に
見
ら
れ
る
と
、
脱
皮
（
再
生
）
で
き
な
く
な
る
」

と
い
う
話
を
連
想
さ
せ
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

・
通
観
タ
イ
プ
四
八
八
「
蛇
と
生
き
水
」

神
様
が
蛇
を
憎
ん
で
殺
そ
う
と
し
、
二
つ
の
桶
に
生
き
水
と
死
に
水
を

用
意
し
て
、
動
物
た
ち
に
、
ど
ち
ら
か
を
浴
び
よ
、
と
伝
え
る
﹇D

1242.1

魔
法
の
水
﹈。
賢
い
蛇
は
一
番
に
来
て
生
き
水
を
浴
び
る
が
、
他
の
動
物
は

遅
く
来
て
死
に
水
を
浴
び
、
蛇
は
脱
皮
を
く
り
返
し
て
生
き
続
け
、
他
の

動
物
は
早
く
死
ぬ
よ
う
に
な
る
﹇A

1320

寿
命
の
決
定
、A

2483.1

蛇
は

な
ぜ
脱
皮
す
る
か
、A

1338.0.1

呪
物
に
よ
っ
て
年
を
と
ら
な
い
、
他
﹈。

沖
縄
県
（
二
六
巻
五
五
〇
）「
蛇
と
生
き
水
」

H 

4　

県
内
類
話
四
編
（
通
観
タ
イ
プ
四
八
七
の
二
編
※
含
む
。）

（
H 
4
＋
H 

36 

A
＋
H 

6  

b 

b　

通
観
二
七
巻
「
補
遺
」
四
八
八
「
蛇
と

生
き
水
」
一
編
＊
↓
本
来
通
観
タ
イ
プ
四
八
七
に
該
当
す
る
）

・
通
観
タ
イ
プ
四
八
七
「
ひ
ば
り
と
生
き
水
」
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月
と
太
陽
が
ひ
ば
り
に
人
間
ま
で
生
き
水
を
届
け
さ
せ
る
が
、
ひ
ば
り

は
途
中
で
水
を
放
り
出
し
て
い
ち
ご
を
貪
り
食
う
﹇B291

使
者
と
し
て
の

動
物
、D

1242.1

魔
法
の
水
、
他
﹈。
そ
の
す
き
に
蛇
が
生
き
水
を
浴
び
、

蛇
は
脱
皮
し
て
長
生
き
す
る
よ
う
に
な
る
﹇A

2483.1

蛇
は
な
ぜ
脱
皮
す

る
か
、D

1338.0.1

呪
物
に
よ
っ
て
年
を
と
ら
な
い
、
他
﹈。
人
間
は
ひ
ば

り
に
残
り
水
を
届
け
ら
れ
、
手
足
の
爪
に
か
け
て
爪
が
生
え
変
わ
る
よ
う

に
な
る
。
ひ
ば
り
は
月
と
太
陽
に
い
き
さ
つ
を
報
告
し
、
罰
に
縄
で
し
ば

ら
れ
、
体
が
小
さ
く
足
が
細
く
な
る
。

沖
縄
県
（
二
六
巻
五
〇
三
）「
ひ
ば
り
と
若
水
」 

H 

4
＋
H 

36 

A
＋
H 

6  

b 

b　

県
内
類
話
十
三
編
（「
補
遺
」
四
八
八

の
一
編
＊
含
む
）

H 

4
＋
H 

36 

A
＋
H 

6  

b 

b
＋
A 

36　

県
内
類
話
四
編
（
月
と
関
わ
り

が
あ
る
も
の
。
ネ
フ
ス
キ
ー
の
A 

36	

①
含
む
）

（
H 

4　

県
内
類
話
二
編
※
「
節
祭
で
賭
け
や
競
争
で
人
間
が
蛇
に
負
け

る
」
ネ
フ
ス
キ
ー
の
H  

4 

①
含
む
。
↓
本
来
、
通
観
タ
イ
プ
四
八
八
に
該

当
す
る
）

鹿
児
島
県
（
二
五
巻
九
三
「
人
の
世
の
起
こ
り
」
の
参
考
例
）
鳥
（
弘

法
大
師
）
が
蛇
に
生
き
水
を
か
け
（
人
間
に
死
に
水
を
か
け
）、
蛇
は
脱
皮

し
続
け
、
人
間
は
死
ぬ
よ
う
に
な
っ
た
。

H 

4
（
＋
H 

36 

A
）
県
内
類
話
二
編
（
奄
美
諸
島
）

福
島
県
（
七
巻
六
七
三
）「
烏
の
生
き
水
」
カ
ラ
ス
が
釈
迦
に
頼
ま
れ
、

不
老
不
死
の
薬
を
人
間
に
渡
す
た
め
に
使
い
に
出
る
が
、
途
中
で
木
の
上

で
休
ん
だ
時
、
一
声
鳴
い
た
の
で
、
く
わ
え
て
い
た
薬
が
木
の
根
元
に
こ

ぼ
れ
る
。
そ
れ
で
、
木
は
千
年
万
年
と
長
生
き
す
る
が
、
人
間
は
す
ぐ
死

ぬ
よ
う
に
な
る
。
人
間
が
死
ぬ
と
、
カ
ラ
ス
は
申
し
訳
な
く
て
ガ
オ
ガ
オ

と
詫
び
鳴
き
を
す
る
。

H 

36 

A
＋
H 

6 

B
＋
H 

6  

b 

b　

県
内
類
話
二
編

・
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

岩
手
県
東
磐
井
郡
（0640546

）「
む
け
の
朔
つ
い
た
ち」（

俗
信
）
人
間
も
一

年
に
一
回
脱
皮
す
る
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
む
け
の
朔
（
六
月
一
日
）
に

人
が
脱
皮
す
る
の
を
見
る
と
死
ぬ
と
い
わ
れ
て
い
る
。（
H 

4
）

４　

ま
と
め

3
で
挙
げ
た
日
本
の
類
話
を
総
括
す
る
と
、
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
・
カ

タ
ロ
グ
に
載
っ
て
い
な
い
も
の
が
全
部
で
二
十
四
例
見
つ
か
り
、
そ
の
う

ち
の
十
八
例
は
沖
縄
県
西
部
、
先
島
諸
島
の
も
の
で
あ
っ
た
。
二
十
三
例

で
（
生
き
）
水
が
再
生
の
手
段
と
し
て
使
わ
れ
、
二
十
一
例
で
蛇
が
人
間

の
代
わ
り
に
水
を
浴
び
て
し
ま
い
、
脱
皮
し
て
再
生
す
る
能
力
を
得
る
が
、

残
り
二
例
の
福
島
の
話
だ
け
は
、
樹
木
が
水
を
か
け
ら
れ
再
生
能
力
を
得

る
。
し
か
も
福
島
の
話
で
は
、
蛇
で
は
な
く
カ
ラ
ス
が
登
場
し
て
い
る
の

が
注
目
さ
れ
る
（
役
割
は
異
な
る
）。
全
二
十
四
例
の
う
ち
、
二
十
二
例
で

「
死
の
起
源
」
と
「
偽
の
知
ら
せ
」
が
結
合
し
て
お
り
、
失
敗
す
る
使
者
は

十
例
で
ヒ
バ
リ
、
福
島
の
二
例
だ
け
カ
ラ
ス
、
他
は
（
後
に
罰
と
し
て
月

に
水
桶
を
持
っ
て
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
）
人
間
や
弘
法
大
師
な
ど
で

あ
る
。
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ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
「
死
の
起
源
」
モ
チ
ー
フ
の
解
説
に
照
ら
し
て
検

討
す
る
と
、「
天
や
神
か
ら
の
使
者
が
運
ん
で
き
た
水
を
浴
び
て
、
蛇
が
脱

皮
す
る
よ
う
に
な
り
不
死
と
な
る
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
、
日
本
以
外

に
欠
け
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
で
検

索
し
た
と
こ
ろ
、
世
界
中
の
「
H 

4
不
死
の
条
件
と
し
て
の
脱
皮
」
の
モ

チ
ー
フ
で
「
水
を
浴
び
る
こ
と
に
よ
る
脱
皮
」
が
確
認
さ
れ
る
の
は
南
米

だ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
怪
物
の
棲
む
湖
に
入
る
、
熱
湯
を
浴
び
る
等

の
試
練
を
経
る
こ
と
で
再
生
能
力
を
得
る
話
（
H 

8
「
試
練
に
耐
え
ら
れ

な
か
っ
た
者
た
ち
」）
で
あ
り
、
水
自
体
に
霊
力
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

沖
縄
を
中
心
に
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
伝
承
で
は
、
青
白
い
月
光
に

ゆ
ら
め
く
神
聖
な
水
が
運
ば
れ
、
夜
陰
か
ら
這
い
出
し
た
蛇
が
そ
の
水
を

浴
び
て
し
ま
い
、
人
間
か
ら
永
遠
の
命
を
奪
う
…　

お
腹
が
減
っ
て
つ
ま

み
食
い
し
た
だ
け
な
の
に
、
使
命
を
果
た
せ
な
か
っ
た
ヒ
バ
リ
は
神
様
に

罰
せ
ら
れ
て
小
さ
く
な
り
、
鳴
き
な
が
ら
天
地
の
間
を
上
下
す
る
は
め
に

な
る
…　

鮮
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
と
情
感
に
彩
ら
れ
た
こ
の
物
語
は
、
琉
球

で
独
特
の
結
実
を
見
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
〈
H 
4
脱
皮
＋
H 

36 

A
虚
偽
の
知
ら
せ
＋
H 

6  

b 

b
失
わ
れ
た
手
段
〉
と
い
う
モ
チ
ー
フ
結

合
で
、
そ
の
手
段
が
「
命
の
水
」
で
あ
る
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
は
沖
縄
に

の
み
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
現
生
人
類
の
最
初
期
の

移
住
者
に
遡
り
う
る
A 

36
「
月
と
不
死
」
と
い
う
古
い
モ
チ
ー
フ
も
よ
く

結
び
つ
い
て
お
り
、
派
遣
者
と
し
て
月
だ
け
で
は
な
く
太
陽
が
出
て
く
る

こ
と
も
多
く
、
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
な
印
象
が
増
す
。

一
方
で
福
島
に
わ
ず
か
二
例
で
は
あ
る
が
、
H 

6 

B
「
不
死
の
霊
薬
が

こ
ぼ
さ
れ
る
」
と
「
虚
偽
の
知
ら
せ
」
が
結
合
し
、
使
者
と
し
て
カ
ラ
ス

が
登
場
す
る
話
は
、
シ
ベ
リ
ア
や
中
央
ア
ジ
ア
に
広
ま
っ
て
い
る
も
の
と

共
通
し
、
沖
縄
と
は
別
ル
ー
ト
で
、
北
方
か
ら
日
本
に
渡
っ
て
き
た
も
の

と
も
考
え
ら
れ
る）

11
（

。

も
う
一
つ
の
モ
チ
ー
フ
、
日
本
昔
話
通
観
で
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
が
古
事
記
や
ア
イ
ヌ
の
伝
承
に
見
出
し
た
H 

9

「
丈
夫
な
も
の
と
脆
い
も
の
」
は
東
南
ア
ジ
ア
に
広
ま
っ
て
い
る
も
の
と

さ
れ
、
そ
の
来
歴
に
も
興
味
が
惹
か
れ
る
。
こ
の
モ
チ
ー
フ
も
、
古
事
記
、

日
本
書
紀
と
違
っ
て
、
ア
イ
ヌ
の
伝
承
で
は
H 

36 

A
「
虚
偽
の
知
ら
せ•

死
の
起
源
」
の
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
お
り
、
総
じ
て
日
本
の
民
衆
に
は
ア

イ
ヌ
か
ら
琉
球
ま
で
「
天
か
ら
の
お
使
い
の
ヘ
マ
に
よ
っ
て
人
間
は
死
ぬ

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
お
使
い
（
カ
ワ
ウ
ソ
、
カ
ラ
ス
、
ひ

ば
り
等
）
は
罰
を
受
け
て
今
こ
う
な
ん
だ
よ
」
と
い
う
話
の
人
気
が
高
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
世
界
的
な
モ
チ
ー
フ
分
布
に
関
す

る
研
究
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
口

頭
伝
承
研
究
に
も
多
く
の
示
唆
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

今
回
の
検
討
対
象
は
主
に
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
と
日
本
昔
話
通

観
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
見
落
と
し
た
重
要
な
話
例
な
ど
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
指
摘
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
に
優
る
と

も
劣
ら
な
い
、
約
六
万
話
と
い
う
膨
大
な
デ
ー
タ
を
掲
載
し
て
い
る
日
本

昔
話
通
観
で
あ
る
が
、
目
当
て
の
話
例
を
探
す
の
は
な
か
な
か
大
変
で
あ

る
。
そ
の
点
、
パ
ソ
コ
ン
で
検
索
で
き
る
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
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の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
今
夏
、
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
先
生
に
お
会
い
す
る

機
会
が
あ
り
、
三
〇
巻
も
の
日
本
昔
話
通
観
と
い
う
索
引
が
あ
る
こ
と
を

お
話
し
し
た
ら
、
た
だ
感
嘆
し
て
お
ら
れ
た
。
ど
ち
ら
の
カ
タ
ロ
グ
も
英

訳
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
る
日
が
来
れ
ば
、
口
承
文
芸
研
究
は
飛

躍
的
に
進
展
し
、
さ
ら
に
は
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
先
生
の
目
的
と
す
る
人
類

の
先
史
時
代
の
解
明
に
も
大
い
に
貢
献
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日

本
に
は
南
、
北
、
西
か
ら
人
々
と
と
も
に
、
ま
た
文
物
と
と
も
に
多
様
な

物
語
、
モ
チ
ー
フ
が
も
た
ら
さ
れ
混
ざ
り
合
い
、
独
自
の
発
展
を
遂
げ
、

そ
れ
が
世
界
最
大
級
の
索
引
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
世
界
中
の
研
究
者

が
こ
の
宝
庫
に
ア
ク
セ
ス
可
能
に
な
る
意
義
は
小
さ
く
な
い
と
思
う
。

注（
1
） http://w

w
w

.ruthenia.ru/folklore/berezkin/
（
ロ
シ
ア
語
）

（
2
） 

二
〇
一
五
に
よ
れ
ば
、
六
千
以
上
の
書
籍
・
論
文
が
使
わ
れ
て

い
る
。

（
3
） 

こ
の
地
域
番
号
は
内
部
作
業
用
の
情
報
で
、
相
関
表
（
統
計
処
理
）

に
使
用
し
て
い
な
い
番
号
は
欠
け
て
い
る
な
ど
、
不
完
全
な
も
の
だ

と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
4
） 

南
米
最
南
端
の
諸
島
。
な
お
、
二
六
番
は
中
国
、
韓
国Китай, 

Корея

、
三
八
番
が
日
本Япония 

と
な
っ
て
い
る
。

（
5
） 

紀
元
後
一
〇
〇
〜
八
〇
〇
年
に
ペ
ル
ー
北
海
岸
に
あ
っ
た
文
化
。

（
6
） W

orld m
ythology and folklore: them

atic classification 
and areal distribution of m

otifs. A
nalytical catalogue 

http://ruthenia.ru/folklore/berezkin/eng.htm

（
7
） 

ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
の
話
例
の
出
典

 

古
事
記　

一
九
九
四
年
の
ロ
シ
ア
語
翻
訳

 

日
本
書
紀　

一
九
九
七
年
の
ロ
シ
ア
語
翻
訳

 

ネ
フ
ス
キ
ー
『
月
と
不
死
』（
東
洋
文
庫
一
八
五
）
一
九
七
一
年
（
ロ

シ
ア
語
版　

一
九
九
六
年
）

 
B

atchelor, John　

1927    A
inu Life and Lore. Echoes of 

a D
eparted R

ace. Tokyo: K
yobunkw

an. 448 p.

（
参
考　

ジ

エ
ー
・
バ
チ
エ
ラ
『
ア
イ
ヌ
人
及
其
説
話　

上
編
・
中
編
』
教
文
館　

1901

年
）

 
Etter, C

arl　

1949   A
inu Folklore. Traditions and C

ulture 
of the Vanishing A

borigines of Japan. C
hicago, etc.: 

W
ilcox &

 Folett. 234 p.
 

M
ashiko, M

achiya  2002   "R
aven and the hidden sun. 

A
 com

parative study of the raven cycles along the 
N

orthw
est C

oast of N
orth A

m
erica w

ith special reference 
to the crow

 m
yths in  East A

sia". Paper presented to the 
International Sym

posium
 "The R

aven's A
rch: Jesup 

N
orth Pacific Expedition R

evisited". Sapporo, O
ctober 

24
th-28

th, 2002. 22 p.

（
参
考　

益
子 

待
也
「
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
と

太
陽　

ジ
ェ
サ
ッ
プ
領
域
に
お
け
る
日
光
解
放
神
話
」『
国
立
民
族

学
博
物
館
調
査
報
告
№
82 

渡
鴉
の
ア
ー
チ
（1903-2002

）
：
ジ
ェ

サ
ッ
プ
北
太
平
洋
調
査
を
追
試
検
証
す
る
』
二
〇
〇
九
年
）
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（
8
） 

ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
と
違
っ
て
、
ネ
フ
ス
キ
ー
の
原
典
で

は
「
ア
カ
リ
ヤ
ザ
ガ
マ
が
非
常
に
疲
れ
、
草
臥
れ
て
脚
脛
を
休
ま
せ

よ
う
と
思
っ
て
担
い
で
来
た
そ
の
桶
を
、
道
に
下
ろ
し
路
端
で
小
便

を
し
て
い
た
処
、
そ
の
隙
に
何
処
か
ら
と
も
な
く
一
匹
の
大
蛇
が
現

れ
て
来
て
…
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
使
い
が
途
中
で
休
ん
で
眠
っ

て
し
ま
う
と
、
そ
の
間
に
蛇
が
巣
出
水
の
桶
に
入
っ
て
水
浴
び
を

す
る
」
と
な
っ
て
い
る
話
例
（
現
宮
古
島
市
の
池
間
島　

二
六
巻

八
〇
八
ペ
ー
ジ
類
話
6
）
も
あ
る
。

（
9
） 

日
本
昔
話
通
観 

第
二
八
巻 
昔
話
タ
イ
プ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス 

稲
田
浩

二　

同
朋
舎　

一
九
八
八

（
10
） 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

http://w
w

w.nichibun.ac.jp/youkaidb/search.htm
l

（
11
） 

本
稿
完
成
後
に
ネ
ッ
ト
検
索
で
「
若
水
を
運
ん
で
い
た
チ
ン
チ
ン
鳥

が
カ
ラ
ス
に
襲
わ
れ
、
こ
ぼ
れ
た
若
水
を
浴
び
た
サ
ル
ス
ベ
リ
の
木

が
若
返
り
、
人
は
死
ぬ
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
奄
美
群
島
加
計
呂

麻
島
の
話
例
を
サ
イ
ト
「
和
漢
百
魅
缶
」
で
発
見
し
、
出
典
を
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、『
旅
と
傳
説
』
第
六
年
五
月
号
（
一
九
三
三
年
）

の
ロ
シ
ア
文
学
者
・
昇
曙
夢
の
巻
頭
エ
ッ
セ
ー
「
島
の
思
ひ
出
│

か
け
ろ
ま
歳
事
記
│
」
に
行
き
着
い
た
。
福
島
の
話
例
と
似
て
い

る
が
、
こ
こ
で
は
カ
ラ
ス
は
使
者
で
は
な
く
蛇
と
同
じ
く
妨
害
者
の

役
回
り
で
あ
る
。
北
方
的
伝
承
が
南
西
諸
島
ま
で
達
し
て
い
た
こ
と

の
証
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
チ
ン
チ
ン
鳥
と
は
キ
セ
キ
レ
イ
の
こ
と

と
思
わ
れ
る
。

参
考
文
献

篠
田
謙
一
『
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
語
る
日
本
人
起
源
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五

直
野
洋
子
「
ユ
ー
リ
ー
・
ベ
リ
ョ
ー
ス
キ
ン
の
世
界
神
話
研
究
」『
口
承
文

芸
研
究
』
三
四
号
、
二
〇
一
一

直
野
洋
子
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
神
話
モ
チ
ー
フ
で
人
類
史
を
た
ど
る
│
べ
リ
ョ
ー

ス
キ
ン
の
世
界
神
話
研
究
」『
な
ろ
う
ど
』
六
二
号
、
二
〇
一
一

『
日
本
昔
話
通
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